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同時代のアメリカ、世界を写真と記事で伝える「宝の山」
　
第2次大戦終結直後、政治・社会の風刺メディアとして新聞の『民報』と並び評される「綜合風刺雑誌」
が『VAN』であった。大日本帝国時の検閲・統制とは一見異なるけれども、実際には相同する
GHQの統制に抗して、社会や政治の風刺を続けていった。タブーとされた「菊 (皇室 )・鶴 (宗教
団体 )・星 (軍隊 )」に対して、公然と漫画やイラスト等の視覚情報によって批判した雑誌であった。
当時風刺を望む読者が数多く存在したことは、多くの風刺や社会戯画を掲載した新聞や雑誌が、こ
の短い期間に数多く登場したことから窺われる。そうした背景をみれば、『VAN』も時代の制約を
受けていることは否定できない。
しかし、それでもなお、多様化と分断化が進む現代においても、電子書籍として発信・受信の自由
度を高めて復活した『VAN』は、風刺とは何か、風刺の矛先はどこにあるのかを我々により一層
訴えかけている。
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